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（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

決
算
不
認
定
の
議
決
に

対
す
る
措
置
と
し
て
、
平
成
31

年
度
か
ら
内
部
統
制
と
不
祥
事

防
止
の
総
括
業
務
を
専
門
的
に

所
掌
す
る
部
署
を
新
設
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
一
元
的
な
管
理
が
可
能

に
な
る
一
方
で
、
中
間
管
理
職

の
責
任
が
曖
昧
に
な
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

不
適
正
な
事
務
処
理
の

根
絶
に
向
け
、
内
部
統
制
を
さ

ら
に
強
化
し
、
安
定
的
、
継
続

的
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に

は
、
専
門
的
に
所
掌
す
る
部
署

が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、

新
た
な
組
織
と
体
制
を
総
務
部

と
企
画
政
策
部
に
設
け
、
市
長

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

両
部
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
内
部
統
制
の
取
り
組

み
は
、
所
属
長
が
中
心
と
な
っ

て
日
々
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
で
、
部
局
長
だ
け
で

な
く
所
属
長
な
ど
中
間
管
理
職

が
し
っ
か
り
と
職
責
を
果
た
す

し
、
地
域
の
総
合
力
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

や
、
社
会
全
体
に
活
動
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
発
揮

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
相
談
サ
ポ

ー
ト
テ
ラ
ス
で
は
、
参
画
し
て

い
る
団
体
の
特
性
を
生
か
し
、

思
い
や
熱
意
の
あ
る
団
体
に
対

す
る
講
座
の
開
催
や
伴
走
的
な

支
援
を
実
施
す
る
中
で
、
人
や

組
織
が
成
長
し
、
社
会
的
な
課

題
解
決
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
団
体
の
力
を
育
ん
で

い
く
。
ま
た
、
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
課
題
の

本
質
を
捉
え
な
が
ら
、
地
域
に

お
け
る
共
生
と
協
働
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
多
様
な
主
体
と

連
携
し
て
い
く
な
ど
、
中
間
支

援
組
織
の
重
要
な
役
割
で
あ
る

共
感
を
育
む
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

県
と
藤
沢
市
の
共
同
で
、
テ
ロ

の
発
生
を
想
定
し
た
国
民
保
護

共
同
実
動
訓
練
を
実
施
し
、
30

年
度
も
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

藤
沢
市
の
共
同
に
よ
る
訓
練
を

実
施
し
た
。

一
方
、
大
会
期
間
中
の
警
戒

態
勢
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
内

に
市
警
戒
本
部
を
、
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
会
場
や
そ
の
周
辺
に
市

大
会
現
地
警
戒
本
部
を
設
置
し
、

情
報
収
集
及
び
迅
速
な
初
動
態

勢
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
競

技
会
場
周
辺
に
加
え
、
主
要
駅

や
集
客
施
設
な
ど
、
市
内
全
体

技
大
会
開
催
に
向
け
、
危
機
事

案
に
対
す
る
事
前
対
策
の
推
進

と
、
危
機
事
案
が
発
生
し
た
場

合
の
迅
速
、
適
切
な
対
応
の
た

め
、
平
成
31
年
１
月
に
藤
沢
市

危
機
管
理
基
本
計
画
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
を
も
と
に
今
後
全
庁

体
制
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。ま

た
、関
係
機
関
と
の
連
携
、

協
力
と
し
て
、
大
会
組
織
委
員

会
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
神

奈
川
県
警
察
等
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
、
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
る
。
29
年
度
に
は
神
奈
川

か
り
と
醸
成
さ
れ
る
職
場
風
土

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

危
機
管
理
基
本
計
画

安
全
安
心
を
確
保
す
る

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ー
リ

ン
グ
競
技
の
開
催
中
は
、
テ
ロ

災
害
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
市
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
市
と
し
て
の
体
制
づ
く
り

や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協
力

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
各
所
属
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
各
課
が
し
っ
か
り
構

築
し
、
各
部
局
の
総
務
課
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
事
務
事
業
に

お
け
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
評
価

し
、
あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ク
の
芽

を
摘
む
取
り
組
み
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
組
織
の
風
土
や

文
化
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
市
長
が
み
ず
か
ら
先
頭
に

立
ち
、
所
属
長
な
ど
中
間
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向

上
を
図
り
、
信
頼
関
係
が
し
っ

代

質
表

問

主

質

と

弁

な

問

答

　

２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）
に
か
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
１
日
、
４
日
、
５
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
７
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

会派別 代表質問項目
※多数会派順、同数会派は結成届出順

民主クラブ
１　市長の政治姿勢について

市民クラブ藤沢
１　市長の政治姿勢について

藤沢市公明党
１　市長のリーダーシップについて
２　市民・地域・行政で創るまちについて
３　教育と、子どもたちが健やかに育つまち

について
４　犯罪・災害・事故に強い、安全・安心の

まちづくりについて
５　思いやる福祉と、医療・健康のまちにつ

いて
６　環境と共生し活力を創出するまちについて
７　人権尊重と芸術・文化・スポーツ振興の

まちについて

ふじさわ湘風会
１　市長の政治姿勢について

日本共産党藤沢市議会議員団
１　憲法を市政に生かし、国のいいなりでな

い、住民が主人公の市政にすることにつ
いて

２　市民の福祉、くらし、子育て支援を拡充
することについて

３　税金の使い方を市民が望む福祉や暮らし
の分野を優先にすることについて

自民党藤沢
１　市長の政治姿勢について

市民派クラブ
１　財政について
２　核兵器廃絶平和都市宣言推進事業について
３　公共施設のあり方について
４　防火管理義務について
５　シティプロモーションについて
６　市立中学校の部活動指導について
７　都市計画道路の整備計画について
８　工事契約について

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

少
子
超
高
齢
化
の
進
展

や
人
口
減
少
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
消
防
救
急
体
制
は
住
民
の

取
り
組
み
内
容
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

少
子
超
高
齢
化
の
進
展

や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
を
背

景
に
、
地
域
課
題
は
高
度
化
、

複
雑
化
し
て
お
り
、
行
政
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ
る
単
独
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
解
決
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
行
政
を
初
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
が
、

視
野
を
広
げ
、
専
門
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
協
働
体
制
で
地
域

課
題
を
解
決
し
、
社
会
全
体
の

暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
て
い
く

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

援
体
制
の
充
実
強
化
及
び
近
隣

消
防
本
部
と
の
広
域
化
や
広
域

連
携
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
常
に
講
じ
、
市
民
の
安
全
安

心
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
。

地
域
課
題
の
解
決

協
働
体
制
で
取
り
組
む

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

施
政
方
針
に
は
、
暮
ら

し
や
す
さ
の
向
上
の
た
め
に
、

自
治
会
・
町
内
会
や
民
間
企
業

な
ど
の
多
彩
な
主
体
が
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
実
践
し

て
い
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

救
急
需
要
も
増
加
、
高
度
化
し

て
お
り
、
市
民
生
活
に
お
け
る

消
防
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
遠
藤
出

張
所
開
設
な
ど
消
防
庁
舎
の
整

備
及
び
適
正
配
置
に
努
め
る
と

と
も
に
、
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
新
設
、
江
の
島
救
急
車

の
配
置
、
さ
ら
に
、
平
成
31
年

度
は
六
会
出
張
所
救
急
隊
の
新

設
に
向
け
計
画
を
進
め
る
こ
と

で
、
着
実
に
消
防
救
急
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
消
防
職
員
の
確
保

や
装
備
の
充
実
等
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
域
応

生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
根

源
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

そ
の
維
持
の
た
め
に
は
、
人
的
、

財
政
的
な
制
約
が
厳
し
く
な
っ

て
も
、
消
防
救
急
力
の
確
保
に

安
定
的
、
持
続
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
体

制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
の
消
防
が
発
足
し

て
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

発
生
し
、
消
防
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
火
災
に
つ
い
て
は
、
建

物
の
集
合
化
、
高
層
化
、
複
雑

化
が
進
み
、
一
度
に
多
数
の
死

傷
者
が
発
生
す
る
都
市
型
災
害

へ
と
変
化
し
て
き
た
。さ
ら
に
、

少
子
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

治
体
で
導
入
が
進
む
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
進
展
の
状
況

と
、
外
国
に
つ
な
が
る
市
民
と

の
共
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
藤
沢
市
多

文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

に
基
づ
き
、
誰
も
が
多
様
な
文

化
を
認
め
合
い
自
分
ら
し
い
生

き
方
が
で
き
る
、
と
も
に
生
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
今
後
、
外
国
に
つ
な

が
る
市
民
が
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
市

の
警
戒
態
勢
を
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

が
発
生
し
た
場
合
も
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
市
内
全
域

で
災
害
対
応
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
大
会
開
催
期
間
中
の
市
民

の
安
全
安
心
の
確
保
に
万
全
を

期
し
て
い
く
。

や
さ
し
い
日
本
語

多
文
化
共
生
に
生
か
す

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

質
問

外
国
に
つ
な
が
る
市
民

等
へ
の
支
援
を
考
え
た
場
合
、

多
言
語
対
応
と
し
て
多
く
の
自

民
や
団
体
、
大
学
、
企
業
等
と

協
働
し
、
多
文
化
共
生
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

の
導
入
は
、
多
言
語
に
よ
る
情

報
発
信
を
補
完
す
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
全
て

の
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い

行
政
文
書
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
ふ

じ
さ
わ
生
活
ガ
イ
ド
等
に
お
い

て
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成

30
年
度
設
置
分
の
津
波
避
難
経

路
路
面
標
識
に
採
用
す
る
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、「
生
活
す
る
」
は

「
す
む
」、　
「
避
難
」
は
「
に

げ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
語
句

を
平
易
な
表
現
に
言
い
か
え
る

ほ
か
、
文
の
構
造
を
簡
単
に
短

く
す
る
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
30
年
３
月
に
は
職
員

向
け
に
啓
発
研
修
を
行
っ
た
ほ

か
、
庁
内
の
行
政
情
報
を
多
言

語
に
翻
訳
す
る
際
に
は
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
に
よ
る
文
書
作

成
を
勧
奨
し
て
い
る
。
今
後
と

も
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活

用
が
進
む
よ
う
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

内
部
統
制
の
強
化

所
属
長
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

新
た
な
組
織
と
体
制
を
構
築

整備を進め充実強化を図る

社会情勢の変化に対応
消 防 救 急 体 制

消防救急体制を強化して市民の安全安心を守る＝遠藤出張所

NPO運営相談サポートテラスによる講座の様子

⑷


